























































下で絶えず陸上貿易と海上貿易とが一方で連携しながら他方では対立した明清時代における社会経済を論じるなかで、特にシナ海世界の各地で展開 海上勢力の活動において台湾鄭氏について言及 、特に鄭成功が作った貿易組織や諜報活動と結びついた鄭成功の貿易やオランダ人との抗争、その延長線上 おこっ 台湾占領について論じ
る（３）
。
これら両者の研究から、台湾鄭氏 活動 かんし 、文献史学からは台湾占領ならび 清朝やＶＯＣとの外交、日本や中国、東南アジア大陸部 の貿易の実態が明ら となっている。　
一方、後者については、坂井隆の研究が挙げられる。坂






らの研究成果と考古学からの研究成果が符合していないとの問題が存在する。台湾鄭氏の海上活動についてその全体像を明 かにするには、これまで 東アジア―東南アジア大陸部・島嶼部の一部で 活動に加え、 坂井の るジャワ島における活動をも含めて検討する必要が この考察を行うことによって、台湾鄭氏 活動 これまでよりも詳細にまで明らか することができる。それだけでなく、バンテン王国をはじめとする当時におけ ジャワ島 主要勢力と台湾鄭氏との関係、また台湾では鄭氏と決定的に敵対をしたＶＯＣのジャワ島 おけ 台湾鄭氏の活動へ 対応をも明らかにでき、一七世紀 ジャワ島やオランダ東インド会社の活動を検討する上でも大きな意味があ 著者は考える。　
以上の点を踏まえ、本稿では特に一七世紀後半のジャワ
島における台湾鄭氏の活動 ついて、当時バタヴィアをはじめジャワ島各地に拠点を持った主 ＶＯＣの史料を中心







に、まずは背景となる彼らの歴史 つ て 前史も含めて概観し、続いて台湾鄭氏が行った貿易政策と、貿易 概要について、この節で述べていきたい。　
一五六七年、後期倭寇 終息とともにそれまで明朝に









－  16  －－  17  －
台湾鄭氏とジャワ（久礼）









































































































































では両者が接触した記事は見られない。しかし、この記事で示されるように一六七〇年段階でバンテンのジャンク船が台湾鄭氏によって助けられ台湾で歓待されていること、またこの記事以降バンテン王国と台湾鄭氏の両者が関係を構築・強化する旨の記事が急増する点を考慮すれば、ＶＯＣ史料では空白となっている一六六八、 一六六九 年においても、オランダ東インド会社が把握していないところで何らかの形 バンテン王国と台湾鄭氏との接触が行われ、一六七〇年には両者の良好な関係 確立していた可能性が非常に高い。　
翌一六七一年には、バンテン王国と台湾鄭氏との間で頻
繁に、非常に多くの人やものが往来 ようになる。以下の二つの記録では、そのことが示されている。
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情から、 の中国沿岸での船舶建造は不可能であっ 。また、鄭氏の本拠地台湾 比較的近く当時木材や造船で良















ワ島における台湾鄭 の活動について、上述したジャワ事情に加えて、鄭氏が主に活動を行ったシナ海域における状況もこれを後押ししていたと考えられる。こ シナ海の状況は、一方では台湾 の海上 後押 するものがあり、他方ではそれを制限するものもあった。　
前者については、以下の通りである。先に触れたよう
に、台湾鄭氏の活動に対して彼らと敵対する清朝は海禁令と遷界令を発令していたが、この両者はとも 、当時ポルトガル領となっていたマカオ つい はその 象 していなかった。このため、 台湾鄭氏をはじめと 海上勢力は、清朝が禁令を敷く状況下でも、当地 拠点ない 中継地
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一六七〇年以降にはジャワ北岸地域においてともに非常に活発に活動するようになった。鄭氏の活動は、前者については中国市場向け胡椒の入手、後者にかんしては多くが耐用年数を迎えた船舶の建造を目的とするも であり それらバンテンのシャーバンダルであるカイツーや税関長キアイ・ンガベイ・チャクラダナ、北岸地域の華人を介して行われた。ジャワ各地で積極的に活動した台湾鄭氏は、さらに、成功こそしなかったが、オランダ東インド会社との和平も実現させようとした。当該時期 ジャワ島で台湾鄭氏の活動が活発化した背景に 、清朝によ 海禁令や遷海令の対象外であったポルトガル領マカオの存在や中国当局による黙認を背景として鄭氏がシナ海域 おいて活発に商業活動を行えた一方、オランダ東インド会社と友好条約を締結したシャム 対日貿易や琉球王国の中日間中継貿易 再開により貿易競争が激化する状況で、台湾鄭氏が新 な貿易相手を開拓する必要に迫られたことがある。こうしたジャワ島 おける台湾鄭氏の活動に対して オラ ダ東インド会社は、自らと敵対する彼らの 動を非常に警戒するものの、鄭氏がジャワ島周辺におけるＶＯＣの制海権を認めバンテン王国を通じて発行された航行許可証 持って航海を行ったことや、台湾鄭氏が当時強力な軍事的を保持していた同王国やイギリス東インド会社と極めて友好な関係
を構築し両者を後ろ盾にしていたため、軍事的行動については自重を余儀なくされた。　
ジャワ島において台湾鄭氏の活動が展開した後、奇しく
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ら他方で、明朝皇帝と同じ姓を対外的に用いることははばかられたため、自らは王朝の である 「国姓」を持った 爺」〔年長の男性に対する尊称〕という意味の 「国姓爺」を名乗った。ＶＯＣ文書 は 鄭成功をは め台湾鄭氏勢力のことを 「国姓爺」 「国姓」に由来する
“Coxin” や
“Coxinha” などと
表記する。なお、 鄭 功」の呼称 、台湾鄭氏や明朝と激しく対立した清朝側の文献において用いられる。




Cheng, op. cit., Chapter6
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Cheng, op. cit., pp. 132-133. 
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Cheng, op. cit., pp. 235-236  この前段階として鄭氏は、
シャムなどに加え一六五四年にカンボジアやリゴールにも一度自らの貿易船を派遣している。そこで関係を構築したうえで、一六六〇年代に大規模な貿易を展開させ 。
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38）一七～一九世紀に日本近海で航行した弁才船の耐用年数は大凡二〇～三〇年である。 〔石井謙治 『和船一』 （ものと





Cheng, op. cit., pp. 232-236.
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The kingdom of Tingning acted vigorously both in Banten from 
1669 onwards and in the Java's north east coast after 1670. That start-
ed from the kingdom's accidental encounter with the ambassador of the 
kingdom of Banten from 1666 to 1667.
 Their activities are aimed to get a pepper for the Chinese mar-
ket and to build ships. Two prominent Chinees in Bantam, Kaitsu and 
Kiayi Bgabehi Cakradana and Chinese in the Java's north coast, assist-
ed the kingdom's activity. The kingdom also tried to realize peace with 
the Dutch East India company although it did not succeed further.
 There is two reasons of the activity of the kingdom of Tingning in 
Java. One is the existence of Portuguese Macao which was not covered 
by the maritime prohibition by the Qing Dynasty, so the kingdom was 
able to vigorously conduct commercial activities in the waters. Another 
is keen competition with Siam and Ryukyu for trade, that is pioneering 
new trading partners the kingdom of Tingning have been pressed to 
need.
 In response to the kingdom of Tingning's activities on Java Is-
land, Dutch East India Company (VOC) is very wary of their activities 
against themselves, but their military action was forced to take weight. 
There are two reasons. One is that the kingdom acknowledged the 
VOC's naval right around Java, and it did not dare to infringe on co-
moany's right in that region. The other is that the kingdom of Tingning 
built a very friendly relationship with the Bantam and the British East 
India company, both had kept strong military force at that time.
